













































































































































































































































































































































































































ト（ＩＳＯ15408, ＩＳＯ17799）、それにＯＨＳＭＳ（Occupational Health & Safety Management
System :労働安全衛生マネジメントシステム）等との係わりと、保証業務（日本監査研究学会、
2000）や第三者審査（小野寺・稲垣、1997）との係わりをどう捉えるか、監査理論と監査実践の両
面からアプローチすべき課題といえよう。
　ＩＳＯ環境監査をめぐる第５の課題は、ＩＳＯの環境監査にとって最も本質的なもので、ＩＳＯ
19011の有効性の問題である。ＩＳＯ環境監査の問題点の１つに、環境監査人の質や環境監査の質
の低下があり、それを克服するためにＩＳＯ19011が設定された。実際にＩＳＯ19011に規定される
ような監査人の監査が確保できるかどうかが、ＩＳＯ環境監査の今後を左右する一つの要因となろ
う。
　ＩＳＯ環境監査をめぐる第６の課題として、最後に意識改革をどう実現するかという問題を挙げ
ておきたい。地方自治体において、ＩＳＯ14001の導入、家庭版ＩＳＯ・学校版ＩＳＯ・企業版Ｉ
ＳＯの導入にしても、いずれも意識改革が問われている。意識改革の重要性が叫ばれても、現実は
容易に変わっていかないのではないだろうか。
　意識改革を実践するポイントは、自分が変わって、地域や社会が変わることを確信し、一人ひと
りが他の批判の前にまず、自己の意識を変えるという決意をすることにある（石井、2003Ａ）。大
学生による「私の意識マネジメント－社会版スーパーＩＳＯ－」の実践レポート（石井、2003Ｂ）
は、意識改革に向けての確かな一歩を感じさせる。まさに今、一人ひとりに、地球環境時代を生き
る哲学がもとめられているといえよう。
　資料１　平塚市の「学校版環境ＩＳＯ」の取組みメニュー
　(1) 統一メニュー　　①｢省資源｣（紙の裏側を使う、歯磨きは水道水を止めてする、トイレで水
を何回も流さないなど）　②「省エネ」（不使用時パソコンの電源を切る、教室の電気は使用
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していないときは消すなど、　③「廃棄物」（燃やせるゴミと燃やせないゴミを分ける、給食
（弁当）はできるだけ残さず食べるなど）
　(2) 学校独自メニュー（学校自慢等任意な項目）―「ビオトープづくり」、「校地内の緑化」、「川
の清掃」、「花壇コンクール」、「空き缶リサイクル」、「ゴミ０運動」、「月１回ノーカーデイ」な
ど。
　資料２　福井市の「環境にやさしい行動」
　１　台所では－１冷蔵庫の開け閉め回数を少なくし、開けたらすぐ閉めるようにする／２調理時
はなべの底からコンロの炎がはみださないようにする／３油を捨てるときには新聞紙にしみこ
ませたり、固めるなどして捨てる／４ガス給湯器を使わないときは種火を消す／５排水口や三
角コーナーなどにろ紙袋やネットをつける
　２　部屋・庭では－１廊下や玄関、使わない部屋の照明はこまめに消す／２庭に樹木を植えたり、
生垣を設置するなど身近な緑を増やす／３カレンダーやチラシの裏面などはメモ用紙として再
利用する／４家具や家電はなるべく修理して使う／５窓の開け閉めや、着るもので温度調節を
する
　３　風呂・洗面所その他－１歯磨きをする時は水を出しっぱなしにせず、コップに汲んで口をす
すぐ／２洗濯はまとめ洗いをする（洗濯機容量の80％ぐらいが適量）／３衣類は天日乾燥する
ようにし、乾燥機を使う回数を減らす／４ごみの分別には家族ぐるみで取り組み、地区やＰＴ
Ａの資源回収に協力する／５ペットボトル、トレイ、牛乳パックなどはリサイクルに出す
　４　買い物の時は－１トイレットペーパーなど、再生品を使う／２シャンプーなどは詰め替え用
を選んで買い、容器は使える限り何回でも使う／３紙コップ、紙皿、割り箸などの使い捨て商
品は買わない／４買い物袋や買い物かごを持参し、レジでポリ袋をもらわない／５必要のない
包装は断る
　５　外出時は－１アイドリングストップをしたり、急発進・急加速をしないなどのエコ・ドライ
ブに気を配る／２車に余計な荷物は積まない／３タイヤの空気圧を常に適正に保つ／４道路、
山林、海岸、河川などへのゴミの投げ捨てをしない／５ごみは持ち帰る
　資料３　沼津市のチャレンジチェック表
　(1) 台所では－１冷蔵庫のドアの開閉回数を減らす／２食器洗いで節水に心がける／３食品はな
るべく「旬」の物を利用する／４生ゴミは水分を十分切って出す／５流しの三角コーナーや排
水口にはネットをかけ、排水の汚れを防ぐ／６電子レンジ加熱や冷蔵庫保存はラップを使わず、
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ふた付き容器を使用する／使い切る分だけお湯を沸かす
　(2) お風呂では―１シャワーだけにするか、お湯の温度を低めにする／２シャワーで使用するお
湯を少なくするように気をつける／３お風呂がさめないうちに、家族が続けて入る／４お風呂
の残り湯を洗濯や庭の水やりに利用する
　(3)　部屋では―１使っていない部屋の照明はこまめに消す／２テレビはつけっぱなしにせず、
見たい番組のときだけつける／３リモコン操作の家電製品は、使わない時は主電源を切る／４
窓の開閉やスダレ・扇風機の使用で、部屋の温度を調節する／５エアコンの設定温度を28度
（冷房）にする
　(4) 掃除や洗濯のときは―１掃除機をかける前に、まず部屋を片づける／２洗濯はまとめ洗いを
し、洗濯回数を減らすようにする／３洗剤を適量確認して使用する／４洗濯のすすぎは「ため
すすぎ」にする
　(5) お買い物のときは―１お買い物の時は、買い物袋を持参する／２簡易包装の商品を選ぶ／３
計画的な買い物に心がける／４エコマーク商品やリサイクル原料を使用した商品を意識的に選
んで購入する／５なるべく使い捨て容器ではなく、リサイクルできる容器に入った商品を選ぶ
　(6) 日常生活では―１リサイクルや分別収集のルールを守る／２近い所へは徒歩や自転車で行き、
自動車の使用はひかえる／３自動車の急発進・急加速はせず、しばらく停車する時はエンジン
をきる／４物は大切に、長く使えるように心がける／５家族で「省エネ」「リサイクル」「環境
問題」などの話をする
　資料４　滋賀県の環境行動チェックシート
　(1) 琵琶湖を守ろう―１油を拭き取ってから食器を洗っている／２飲み残しのビールやお酒は、
料理などに使っている／３調味料（マヨネーズ）などは、洗う前にふき取っている／４微細目
のストレーナーや三角コーナーを使用している／５台所洗剤は多く使いすぎないようにしてい
る／６米のとぎ汁は、植木の散水などに利用している／７お風呂の水を洗濯などに利用してい
る／８シャンプーなどは多く使いすぎないようにしている／９衣類は着たら洗うのではなく、
汚れたら洗うようにしている／10洗濯用洗剤は多く使いすぎないようにしている
　(2) 地球を温暖化から救おう―11給湯器のお湯の温度はできるだけ低くしている／12ガスコンロ
の火は鍋底からはみ出さないようにしている／13お風呂は家族みんなが続けて入るようにして
いる／14歯磨き、洗面時は水を出しっぱなしにしないようにしている／15冷暖房器具を使用す
るときは適温に設定している（目安として冷房28℃、暖房20℃）／16人のいない部屋の照明を
こまめに消している／17テレビは主電源で切っている／18駐車中、アイドリングはしないよう
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にしている／19車に無駄な荷物を積みっ放しにしないようにしている／20近所へ行くときは、
徒歩または自転車を利用している
　(3) 資源を有効に使って、ゴミを減らそう―21食べ残しや調理くず等のゴミを減らしている／22
家具や電気製品などは修理して長く大切に使っている／23買い物には買い物袋（マイバッグ）
を持参している／24詰め替えのできる商品を買うようにしている／25ペットボトル・トレー・
牛乳パックなどはリサイクルに出している／26無駄なものは買わないようにしている／27エコ
マークやグリーンマーク、省エネルギーマークなどが入った商品を買うようにしている／28無
駄な包装は断るようにしている／29空きカンや空きビンはリサイクルに出している／30自治
会・子供会などが実施する、新聞、雑誌などの資源回収に協力している
　(4) 自由設定項目
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